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鉄系超伝導体 FeSe は, 約 8K の超伝導転移温度(Tc)を示し, 鉄とセレンから構成されているので

鉄ヒ素化合物よりも毒性が低い物質である[1]。この FeSe にポタシウムを層間に挿入した

KxFe2-ySe2は Tc ~ 33K であり, FeSe に比べて１桁高い Tcを示している[2]。KxFe2-ySe2結晶の合成方

法では self-flux 法や Bridgeman 法といった数日を要する育成法である。我々のグループでは

KxFe2-ySe2単結晶を短時間で育成できる新規合成法を確立した[3]。最近, その他のアルカリ金属を

インターカレーションしたFeSeの合成が報告され, 非常に高いTc(=46 K)を示していることが報告

された[4]が, 未だ単結晶合成には至っていない。 

我々は新規合成方法で他の元素をインターカレーションした AxFe2-ySe2結晶（A=アルカリ金属, 

希土類元素）の合成を試みた。様々なインターカレーション元素で焼成時に異なる最高温度, 徐

冷速度や最終温度の試料を作製し, その超伝導特性からそれぞれの最適焼成条件を見出した。学

会発表では育成法の詳細及び合成した AxFe2-ySe2結晶の物理特性を報告する予定である。 
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